
令
和
元
年
度
池
田
町
中
高
生
海
外
派
遣
研
修
に
つ
い
て

は
、
２
月
21
日
か
ら
９
日
間
の
日
程
で
の
実
施
を
計
画
し

て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
中
国
武
漢
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
呼
吸
器
疾
患
が
発
生
し
、
国
は
中
国
に
対
す
る
渡
航
の

自
粛
、
一
部
入
国
制
限
等
の
感
染
拡
大
の
防
止
を
図
り
ま

し
た
が
、
国
内
で
は
、
渡
航
歴
の
な
い
人
な
ど
感
染
経
路

不
明
者
の
感
染
が
確
認
さ
れ
、
ま
た
、
こ
の
ウ
イ
ル
ス
感

染
に
よ
る
死
者
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
の
研
修
の
実
施
は
、
移
動
時
の

感
染
の
リ
ス
ク
、
ま
た
、
研
修
先
で
の
不
測
の
事
態
へ
の

対
応
を
考
え
た
と
き
、
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
判
断
し
、

生
徒
・
保
護
者
の
気
持
ち
に
は
反
す
る
と
思
い
ま
し
た
が
、

生
徒
た
ち
の
安
全
を
第
一
に
考
え
、
壮
行
会
当
日
に
中
止

を
決
定
し
ま
し
た
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
こ
の
感
染
状
況
が
収
束
し
、
安
全

が
確
認
さ
れ
る
の
を
待
ち
、
計
画
を
再
開
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

２
月
27
日
に
、
国
か
ら
全
国
の
小
中
高
に
臨
時
休
校
措

置
の
要
請
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
、
以
下
の
概
要
で

小
中
学
校
の
臨
時
休
校
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

【
臨
時
休
校
の
期
間
】

令
和
２
年
３
月
２
日
（
月
）
～
３
月
26
日
（
木
）

【
休
校
中
の
対
応
】

濃
厚
な
接
触
が
危
惧
さ
れ
る
場
所
へ
の
外
出
は
、
可

能
な
限
り
自
粛
。

中
学
校
の
部
活
動
、
社
会
体
育
活
動
、
少
年
団
活
動
、

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
中
止
。

【
学
校
か
ら
の
連
絡
】

小
学
校
は
、
学
級
担
任
に
よ
る
メ
ー
ル
・
電
話
・
家

庭
訪
問
等
に
よ
り
実
施
。

中
学
校
は
、
各
学
年
の
登
校
日
を
設
定
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
に
対
応
し
、
以
下

の
概
要
で
小
中
学
校
の
卒
業
証
書
授
与
式
を
実
施
い
た
し

ま
し
た
。

【
各
小
学
校
】

３
月
25
日
に
、
６
年
生
・
保
護
者
１
名
の
出
席
に
よ

り
、
内
容
を
一
部
変
更
し
実
施
。
「
終
業
式
・
修
了
式
・

離
任
式
」
は
中
止
。

【
池
田
中
学
校
】

３
月
６
日
に
、
卒
業
生
お
よ
び
「
送
辞
」
を
担
当
す

る
代
表
生
徒
、
後
期
の
２
年
生
執
行
部
員
の
出
席
に
よ

り
実
施
。

来
賓
は
、
町
長
、
教
育
長
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
み
、
保

護
者
は
、
各
家
庭
１
名
。

卒
業
証
書
は
、
各
学
級
の
代
表
生
徒
に
よ
る
代
表
受

領
と
し
、
教
育
委
員
会
告
辞
の
み
を
実
施
。
町
長
祝
辞
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
祝
辞
お
よ
び
「
蛍
の
光
」
の
斉
唱
は
割
愛
。

卒
業
式
前
日
に
３
年
生
の
登
校
日
を
設
定
し
、
公
立

高
校
入
学
試
験
の
事
前
指
導
お
よ
び
卒
業
式
の
確
認
を

実
施
。

卒
業
証
書
授
与
式
前
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
、
「
同

窓
会
入
会
式
・
皆
勤
賞
表
彰
式
」
は
中
止
。
「
修
了
式
・

離
任
式
」
に
つ
い
て
も
中
止
。

な
お
、
皆
勤
賞
受
賞
の
生
徒
は
、
９
ヵ
年
皆
勤
賞
13

名
、
３
ヵ
年
皆
勤
賞
52
名
で
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
に
対
応
し
、
以
下

の
概
要
で
小
中
学
校
の
入
学
式
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

【
各
小
学
校
】

４
月
７
日
に
、
新
入
学
児
童
・
保
護
者
１
名
の
出
席

に
よ
り
、
内
容
を
一
部
変
更
し
実
施
す
る
。

来
賓
は
、
教
育
委
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
す
る
。

教育委員会だより 第２５号 令和２年４月１日 発行

1

教育委員会だより
第２５号（令和元年１１月～２年３月）

発行者

池田町・養基組合教育委員会
池田町六之井1468-1

tel.0585-45-3111 fax.0585-45-8314
e-mail yakuba@town.gifu-ikeda.lg.jp

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
予
防
へ
の
対
応
に
つ
い
て

町
海
外
派
遣
研
修
の
中
止

小
中
学
校
の
臨
時
休
校

卒
業
証
書
授
与
式
実
施
方
法
の
変
更

入
学
式
実
施
方
法
の
変
更

クラス代表が卒業証書を受け取る池田中卒業式の様子



【
池
田
中
学
校
】

４
月
７
日
に
、
新
入
学
生
徒
・
保
護
者
１
名
の
出
席
に
よ
り
、

内
容
を
一
部
変
更
し
実
施
す
る
。

来
賓
は
、
教
育
長
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
す
る
。

※
３
月
20
日
現
在
で
の
予
定
で
す
。

今
後
の
状
況
に
よ
り
変
更
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

公
民
館
主
催
の
催
し
物
に
つ
い
て
は
中
止
し
ま
す
。

一
般
利
用
者
に
つ
い
て
は
、
発
熱
、
倦
怠
感
の
あ
る
方
の
自
粛
、

小
中
高
生
に
つ
い
て
は
、
短
時
間
の
利
用
を
願
い
ま
す
。

ま
た
、
総
合
体
育
館
の
、
町
外
の
方
の
利
用
は
自
粛
願
い
ま
す
。

学
習
指
導
要
領
と
は
、
全
国
ど
こ
の
学
校
で
も
一
定
の
水
準
が

保
て
る
よ
う
文
部
科
学
省
が
定
め
て
い
る
教
育
課
程
（
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
）
の
基
準
で
す
。
お
よ
そ
10
年
に
一
度
改
訂
さ
れ
、
授
業
時

数
や
子
ど
も
た
ち
が
使
う
教
科
書
は
、
こ
れ
を
も
と
に
作
ら
れ
て

い
ま
す
。

今
回
こ
れ
が
改
訂
さ
れ
、
小
学
校
で
は
令
和
２
年
４
月
か
ら
、

中
学
校
で
は
令
和
３
年
４
月
か
ら
新
し
い
学
習
指
導
要
領
に
基
づ

い
て
授
業
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

今
回
の
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
よ
う
で
す
。

【
改
訂
の
基
本
的
考
え
方
】

・
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
を
重
視
し
、
子
供
た
ち
が
未
来
社
会
を

切
り
拓
く
資
質
・
能
力
を
一
層
確
実
に
育
成
す
る
。

・
知
識
お
よ
び
技
能
の
習
得
と
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の
育
成

の
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
し
、
知
識
の
理
解
の
質
を
高
め
、
確
か
な
学
力

を
育
成
す
る
。

・
道
徳
教
育
や
体
育
な
ど
の
充
実
に
よ
り
、
豊
か
な
心
や
健
や
か
な
体

を
育
成
す
る
。

【
教
育
内
容
の
主
な
改
善
事
項
】

・
言
語
能
力
の
確
実
な
育
成

語
彙
の
確
実
な
習
得
等
に
よ
り
表
現
力
を
育
成
し
、
国
語
・
各
教

科
で
記
録
、
説
明
、
批
評
、
討
論
な
ど
の
言
語
活
動
を
充
実
す
る
。

・
理
数
教
育
の
充
実

観
察
・
実
験
な
ど
の
充
実
に
よ
り
、
さ
ら
に
学
習
の
質
を
向
上
す

る
。
統
計
教
育
・
自
然
災
害
に
関
す
る
内
容
を
充
実
す
る
。

・
伝
統
や
文
化
に
関
す
る
教
育
の
充
実

古
典
、
地
域
の
文
化
財
・
行
事
、
和
楽
器
、
武
道
、
和
食
・
和
服

な
ど
の
指
導
を
充
実
す
る
。

・
道
徳
教
育
の
充
実

道
徳
的
価
値
を
自
分
事
と
し
て
理
解
し
、
深
く
考
え
た

り
議
論
し
た
り
す
る
道
徳
教
育
を
充
実
す
る
。

・
体
験
活
動
の
充
実

集
団
宿
泊
体
験
や
職
場
体
験
等
、
挑
戦
や
他
者
と
の
協

働
の
重
要
性
を
実
感
す
る
た
め
の
体
験
活
動
を
充
実
す

る
。

・
外
国
語
教
育
の
充
実

小
学
校
に
「
外
国
語
活
動
」
「
外
国
語
科
」
を
導
入
し
、

小
中
高
一
貫
し
た
外
国
語
の
学
び
と
、
日
本
語
の
豊
か

さ
等
に
気
づ
く
指
導
を
充
実
す
る
。

令
和
元
年
度
成
人
式
が
１
月
12
日
、
池
田
町
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
、
式
典
に
は
、
新
成
人
２
７
８
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
小
雨
ま
じ
り
の
天
候
で
し
た
が
、
ス
ー
ツ
姿
や
色
と

り
ど
り
の
晴
れ
着
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
が
、
懐
か
し
い
同
級
生

と
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
輪
を
つ
く
り
、
写
真
を
撮
り
合
う
姿
が
多
数

見
ら
れ
ま
し
た
。

式
典
の
司
会
進
行
は
新
成
人
の
半
谷
彩
乃
さ
ん
た
ち
が
行
い
、

岡
﨑
町
長
は
「
本
日
の
成
人
式
を
ひ
と
つ
の
節
目
と
し
て
、
こ
れ

か
ら
社
会
人
と
し
て
ど
う
生
き
て
い
く
か
、
人
生
の
将
来
図
を
描

き
、
一
度
し
か
な
い
人
生
に
悔
い
を
残
さ
ぬ
よ
う
、
持
て
る
力
の

す
べ
て
を
発
揮
さ
れ
、
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
し
て

い
ま
す
」
と
式
辞
を
贈
り
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
、
新
成
人
代
表
の
濵
﨑
拓
真
さ
ん
が
「
こ
れ
か
ら
は

自
ら
の
意
思
で
自
ら
の
道
を
選
択
し
、
そ
の
選
択
に
覚
悟
と
責
任

を
も
っ
て
歩
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か

ら
の
人
生
が
豊
か
な
も
の
と

な
る
よ
う
常
に
挑
戦
し
続
け
、

関
わ
っ
て
く
れ
る
人
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
新

成
人
と
し
て
の
責
任
を
も
っ

て
生
き
て
い
く
こ
と
を
こ
こ

に
誓
い
ま
す
」
と
二
十
歳
の

誓
い
を
力
強
く
述
べ
、
令
和

初
と
な
る
式
典
を
終
了
し
ま

し
た
。
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・
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書
館
の
対
応



11
月
19
日
に
教
育
セ
ン
タ
ー
研
修
に
よ
り
、
池
田
町
・
養
基

組
合
教
育
委
員
お
よ
び
各
校
長
16
名
で
、
京
都
府
の
宇
治
田
原
町

立
宇
治
田
原
小
学
校
・
維
孝
館
中
学
校
を
研
修
訪
問
し
ま
し
た
。

宇
治
田
原
町
は
、
茶
畑
・
柿
畑
が
多
く
、
池
田
町
と
よ
く
似
た

所
の
あ
る
町
で
し
た
。
緑
茶
の
発
祥
の
地
と
い
う
こ
と
で
小
学
校

の
茶
園
が
あ
り
、
毎
年
、
茶
の
収
穫
か
ら
加
工
、
本
格
的
な
茶
の

入
れ
方
ま
で
の
実
習
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
当
日
は
、

校
庭
の
渋
柿
を
収
穫
し
、
干
し
柿
を
作
る
実
習
が
さ
れ
て
い
ま
し

た
。今

回
の
目
的
は
、
小
中
一
貫
校
へ
の
取
り
組
み
の
中
で
行
わ
れ

て
い
る
小
中
連
携
・
小
小
連
携
と
学
力
向
上
の
取
り
組
み
、
モ
ジ
ュ
ー

ル
授
業
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
等
の
実
践
状
況
を
研
修
す
る
こ
と
で
し

た
。中

学
校
か
ら
小
学
校
へ
、
ま
た
、
小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
出
向

く
授
業
や
児
童
・
生
徒
の
合
同
の
活
動
、
小
中
教
職
員
の
合
同
研

修
等
、
義
務
教
育
９

年
間
を
見
通
し
た
一

貫
性
の
あ
る
教
育
と

い
う
も
の
が
強
く
意

識
さ
れ
て
い
る
様
子

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち

が
積
極
的
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
パ
ソ
コ
ン
を
使
用

し
て
い
る
と
こ
ろ
が

印
象
的
で
し
た
。

11

月
20

日
に
、
池

田
中
学
校
研
究
発
表

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
同
校
が
平
成

30

年
度
か
ら
西
濃
地

区
研
修
校
の
指
定
を

受
け
、
２
年
間
続
け

て
き
た
研
究
実
践
の

発
表
会
で
、
西
濃
地

区
の
各
学
校
の
先
生

を
中
心
に
し
た
参
観
者
の
中
で
、
九
つ
の
教
科
の
授
業
、
全
体
会
・

分
科
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
小
集
団
の
対
話
に
よ
る
学
び
合
い
を
通
し
て
『
で
き
た
・
分

か
っ
た
』
と
実
感
で
き
る
授
業
の
在
り
方
」
が
研
究
主
題
に
な
っ

て
お
り
、
各
教
科
で
小
集
団
に
よ
る
授
業
が
進
め
ら
れ
、
グ
ル
ー

プ
の
中
で
積
極
的
に
話
し
合
い
理
解
を
深
め
よ
う
と
し
て
い
る
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

数
学
の
分
科
会
で
は
参
観
の
先
生
方
か
ら
、

・
グ
ル
ー
プ
交
流
の
中
で
、
理
解
が
遅
い
子
へ
の
生
徒
同
士
の
フ
ォ
ロ
ー

が
良
く
で
き
て
い
た
。

・
小
学
校
で
教
え
て
い
る
が
、
小
学
生
に
算
数
を
教
え
る
う
え
で
大
変

参
考
に
な
っ
た
。

・
ペ
ア
交
流
の
中
で
、
お
互
い
自
然
に
指
摘
し
合
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が

す
ご
い
。

・
グ
ル
ー
プ
交
流
は
、
生
徒
た
ち
全
員
が
話
せ
る
と
こ
ろ
に
大
変
意
義

が
あ
る
。

・
グ
ル
ー
プ
と
ペ
ア
の
使
い
分
け
を
工
夫
す
る
と
よ
い
。

・
グ
ル
ー
プ
で
の
交
流
に
留
め
な
い
で
、
全
体
交
流
で
ク
ラ
ス
全
体
の

状
況
を
掌
握
し
、
理
解
度
を
揃
え
る
こ
と
も
必
要
。

と
い
っ
た
グ
ル
ー
プ
交

流
を
評
価
す
る
多
く
の

意
見
が
聞
け
ま
し
た
。

授
業
担
当
の
先
生
方

か
ら
も
参
観
の
先
生
方

か
ら
も
、
日
頃
の
真
剣

な
授
業
へ
の
取
り
組
み

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

12
月
10
日
、
池
田
町
・
養
基
組
合
教
育
委
員
会
指
定
の
研
究
発

表
会
が
温
知
小
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
究
発
表
会
は
、
西
濃
地
区
小
学
校
外
国
語
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
研
修
会
を
兼
ね
て
開
催
さ
れ
、
町
内
小
中
学
校
の
全
先
生
方
の

他
に
西
濃
地
区
の
全
小
学
校
か
ら
外
国
語
担
当
の
約
70
名
の
先
生

方
が
参
加
、
ま
た
、
郡
教
育
委
員
会
連
絡
協
議
会
の
研
修
会
と
し

て
、
揖
斐
川
町
、
大
野
町
、
池
田
町
・
養
基
組
合
の
教
育
長
、
教

育
委
員
の
20
名
も
参
観
し
ま
し
た
。

発
表
会
で
は
、
研
究
テ
ー
マ
を
「
外
国
語
に
慣
れ
親
し
み
、
主

体
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と
す
る
児
童
の
育
成
」

と
掲
げ
、
全
学
年
と
特
別
支
援
学
級
か
ら
１
学
級
の
授
業
が
公
開

さ
れ
ま
し
た
。
低
学
年
で
は
、
「
ハ
ロ
ー
」
と
声
を
掛
け
合
い
友

だ
ち
と
の
会
話
を
楽
し
ん
だ
り
、
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
色
や
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教
育
セ
ン
タ
ー
研
修

池
田
中
研
究
発
表
会

外
国
語
に
親
し
む
温
知
っ
子

校庭の渋柿を収穫する宇治田原小の子供たち

積極的にグループ交流をする生徒たち

積極的に意見交換がされた分科会の様子



形
を
学
ん
で
い
る
姿

が
あ
り
ま
し
た
。
中

学
年
で
は
、
Ａ
Ｌ
Ｔ

や
Ｊ
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
先
生

と
の
会
話
を
楽
し
ん

で
い
る
姿
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。
高
学
年

で
は
、
担
任
の
先
生

が
中
心
と
な
っ
て
英

語
中
心
で
指
導
を
さ

れ
、
子
ど
も
た
ち
も

戸
惑
い
も
な
く
楽
し
そ
う
に
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
か
ら
外
国
語
（
英
語
）
が
小
学
校
５
・
６
年
生
で

正
式
に
教
科
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
１
週
間
に
２
時
間
の
授
業

が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
か
、
高
学
年
の
公
開
授
業
で
は
、
参

観
者
が
多
く
、
教
室
内
に
入
り
き
れ
な
い
よ
う
な
状
況
で
、
熱
心

に
メ
モ
を
と
っ
た
り
、
子
ど
も
た
ち
の
会
話
や
発
言
に
耳
を
傾
け

る
先
生
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

授
業
参
観
後
は
、
体
育
館
で
研
究
に
つ
い
て
の
説
明
と
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
演
題
は
「
小
中
高
連
携
と
英
語
発
信
力
の
強
化
」

で
、
講
師
は
、
金
城
学
院
大
学
非
常
勤
講
師
の
中
西
哲
彦
先
生
で

し
た
。
中
西
先
生
に
は
、
今
年
の
夏
休
み
の
「
池
田
町
ス
ク
ー
ル

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
も
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
、
継
続
的
な
講
演
を

伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

新
学
習
指
導
要
領
の
も
と
で
新
し
い
学
習
内
容
が
始
ま
り
ま
す
。

池
田
町
は
、
10
年
前
か
ら
教
育
課
程
特
例
校
と
し
て
外
国
語
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
町
内
の
子
ど
も
た
ち
が
外
国
語
に

親
し
み
な
が
ら
、
楽
し
ん
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
て
く
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

池
田
町
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
活
動
も
４
年
目
の
区
切

り
を
迎
え
ま
し
た
。

本
年
度
も
「
キ
ッ
ズ
・
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
Ｉ
Ｎ
い
け
だ
」
で
の

小
学
生
サ
ポ
ー
ト
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
進
行
を
始
め
、
「
池
田
っ

子
ま
つ
り
」
な
ど
多
く
の
町
関
係
行
事
や
関
係
団
体
行
事
、
単
位

子
ど
も
会
行
事
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
参
加
、
福
島
県
国

見
ジ
ュ
ニ
ア
応
援
団
と
の
交
流
事
業
な
ど
を
行
い
、
多
種
多
様
な

経
験
と
人
々
と
の
つ
な
が
り
あ
い
の
中
で
成
長
の
糧
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
新
規
リ
ー
ダ
ー
研
修
と
し
て
「
防
災
・
減
災
学
習
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
Ｈ
Ｕ
Ｇ
（
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
）
や
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
体
験
学
習
を
行
い
、
課
題
解
決
力
の
向
上
、

仲
間
と
の
よ
り
強
い
信
頼
関
係
構
築
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

「
や
り
た
い
こ
と
」

を
「
で
き
る
こ
と
」

に
変
え
る
た
め
に
、

仲
間
と
協
力
し
な
が

ら
課
題
解
決
を
図
る

力
や
状
況
に
合
わ
せ

て
相
手
の
た
め
に
何

が
で
き
る
か
を
考
え

表
現
で
き
る
力
を
よ

り
高
め
ら
れ
る
よ
う
、

今
後
も
活
動
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。
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教育委員会の主な活動報告 令和元年11月～2年3月

人
生
の
経
験
値
を
高
め
る

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
活
動

日 付 活 動 場 所

11月19日 教育委員会・南部校長会研修会 宇治田原町

11月20日 池田中研究発表会 池田中学校

12月10日 揖斐郡教育委員連絡協議会研修 温知小学校

〃 小学校外国語スタートアップ研修会 〃

12月17日 池田町・養基組合合同教育委員会 中央公民館第３研修室

１月24日 揖斐郡教育研究総会 揖斐川町「はなもも」

１月31日 池田町・養基組合合同教育委員会 中央公民館第３研修室

２月25日 池田町・養基組合合同教育委員会 中央公民館第３研修室

３月６日 池田中学校卒業証書授与式 池田中体育館

〃 池田町・養基組合合同教育委員会 教育委員会会議室

３月12日 教育委員会だより編集会議 中央公民館第２研修室

３月25日 各小学校卒業証書授与式 各小学校体育館

楽しそうに英語学習に取り組む子供たち

福島県国見ジュニア応援団交流事業の様子

編集後記

大変な状況が続いています。正に

青天の霹靂です。

海外研修の中止、突然の臨時休校、

内容を大幅に縮小しての卒業式・入

学式等、子どもたちの事を考えると、

複雑な気持ちになります。

しかし、感染拡大を防ぐためには、

皆が自分のできることを我慢強く行

わなければならないと思います。

経験したことがない制約の下での
毎日ですが、全てマイナスではなく
て、忘れていた事、気が付かなかっ
た事を一つでも見つけられるような、
そんな時に出来ないか、とも思いま
す。

本たよりについて、お気づきの点
があれば、お知らせください。

編集担当：河村安泰・西川 昭


